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マーケットエッジＦＸ週報 (エマージング通貨)

【南アフリカランド】
通商問題で揺れ動くも、ランド/円は小動きか

【トルコリラ】
対ドルではじり安、リラ円は横ばい継続

【トルコリラ】

今後1週間の予想レンジ 3.60～3.80円/リラ

過去1週間のレンジ 3.66～3.75円/リラ

【南アフリカランド】

今後1週間の予想レンジ 7.55～7.85円/ランド

過去1週間のレンジ 7.56～7.71円/ランド

トルコリラは、1リラ＝3.7円水準での小動きが続いた。

対ドルではじり安傾向が続いているが、リラ/円相場

は動意を欠いている。津須陽リスクの織り込み一服で

主要通貨に対するドル売りが一服しているが、対リラ

では一貫してドルが買われる展開が続いている。一方、

リラ/円相場は膠着化している。ドル/円相場は安値か

ら切り返しているが、専らドルとの関係性が重視され

ており、リラや円の独自材料は乏しい。目立った売買

材料が見当たらず、持高調整が中心になっている。

対ドルでは一貫してじり安の展開になっている以上、

リラ/円相場は上値の重さが維持されやすい。ただし、

積極的に売買を仕掛ける売買テーマは欠いており、こ

のまま現行野相場水準でほぼ横ばいの展開が続く見通

し。5月5日に4月消費者物価指数が発表されるが、ト

ルコ金融政策に対する影響は限定されやすい。4月に

トルコ中央銀行は利上げに踏み切ったが、あくまでも

通貨防衛が目的であり、インフレ環境の評価はあまり

重視されない見通し。このまま通貨環境が落ち着けば

追加利上げの可能性は後退するが、まだリラが下げ止

まった訳ではなく、トルコ金融政策環境は安定しづら

い。サプライズ感のあるような大規模利上げがなけれ

ば、このまま横ばいからじり安の展開が続く見通し。

下値3.6円、上値3.8円となろう。

南アフリカランドは、1ランド＝7.7円台前半までじり

高の展開なった。米中通商環境の改善期待を背景に投

資家のリスク選好性が高まる中、ランド/円相場も底

固く推移している。世界的に株価が堅調に推移してい

ることが、ドル/円相場と同様にランド/円相場を下支

えしている。専らドル主導の値動きとあって、対ドル

ではランド高が一服する一方、ランド/円相場は小動

きに留まっている。米中通商環境が改善すれば、貿易

相手国である南アフリカにとってもポジティブになる。

しかし、実際に通商協議が開始され、早期に合意形成

に至るのかは不透明感が強く、ランド/円相場の値動

きは限定された。

目先は特に大きなイベントは予定されていない。引き

続き通商環境が注目され、リスクオン環境が維持され

ると若干の上振れリスクが認められる。7.8円水準水

準が打診されよう。ただし、新興国通貨に対する本格

的な資金流入を促すような劇的な変化が想定されてい

る訳ではなく、当面は横ばいから小幅高の展開を想定

しておけば十分だろう。7.8円水準が上値目途になる

見通し。逆に通商リスクの織り込み再開で株安が進行

するような動きがみられると7.5～7.6円水準が打診さ

れる見通し。上下双方に大きな値動きはみられないだ

ろう。
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マーケットエッジＦＸ週報 (エマージング通貨)

【メキシコペソ】
通商リスクで揺れ動くも小動きか

メキシコペソは、1ペソ＝7.3円水準で売買が交錯する

展開になった。トランプ米大統領の通商政策に対する

懸念が一服し、リスク投資の地合改善がペソ/円相場

を下支えしている。通商協議に何か大きな進展が報告

されている訳ではないが、米中対立がピークを脱した

との楽観的な見方が株式市場で広がる中、ペソ/円相

場も下値をサポートされた。また、トランプ米大統領

が自動車・同部品関税の緩和措置を打ち出したことも、

メキシコペソにはポジティブ。自動車市場に対する関

税ショックが抑制されることはメキシコの自動車産業

にポジティブだが、ペソ相場に対する大きな影響は認

められなかった。ドル売り一服で対ドルでの上昇が一

服したが、ペソ/円相場は若干の底固さがみられた。

5月8日に4月消費者物価指が発表されることが次のイ

ベントリスクになるが、インフレ環境は利下げ対応を

支持していることが再確認されよう。引き続き通商環

境が注目されるが、ドル相場に対する影響が中心に

なっているため、ペソ/円相場は大きく動きづらい。

リスクオン環境が維持されると7.4～7.5円水準が打診

されるが、一方的な相場展開にはならないだろう。逆

に通商リスク蒸し返しでリスクオフ化しても、7.1～

7.2円水準ではサポートされる見通し。
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【政策金利の推移】

【メキシコペソ】

今後1週間の予想レンジ 7.10～7.50円/ペソ

過去1週間のレンジ 7.24～7.37円/ペソ
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（％） 南アフリカ トルコ メキシコ

2023/01 7.25 9.00 10.50

2023/02 7.25 8.50 11.00

2023/03 7.75 8.50 11.25

2023/04 7.75 8.50 11.25

2023/05 8.25 8.50 11.25

2023/06 8.25 15.00 11.25

2023/07 8.25 17.50 11.25

2023/08 8.25 25.00 11.25

2023/09 8.25 30.00 11.25

2023/10 8.25 35.00 11.25

2023/11 8.25 40.00 11.25

2023/12 8.25 42.50 11.25

2024/01 8.25 45.00 11.25

2024/02 8.25 45.00 11.25

2024/03 8.25 50.00 11.00

2024/04 8.25 50.00 11.00

2024/05 8.25 50.00 11.00

2024/06 8.25 50.00 11.00

2024/07 8.25 50.00 11.00

2024/08 8.25 50.00 10.75

2024/09 8.00 50.00 10.50

2024/10 8.00 50.00 10.50

2024/11 7.75 50.00 10.25

2024/12 7.75 47.50 10.00

2025/01 7.50 45.00 10.00

2025/02 7.50 45.00 9.50

2025/03 7.50 42.50 9.00

2025/04 7.50 46.00 9.00

2025/05

2025/06

2025/07

2025/08

2025/09

2025/10

2025/11

2025/12
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マーケットエッジFX週報 (注意事項／お問い合わせ先)
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